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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこ
とにある。具体的には、次の各項を奨励することである：
第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社

会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること；
第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親

善、平和を推進すること。
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例 会 次 第

〈第29回例会・2023年3月2日〉本日のプログラム

　皆様こんにちは。会長あいさつ
をさせていただきます。
　まずは私事で恐縮ですが、一昨
日足元がもつれて右の足首を捻

挫してしまいました。ご覧の通り体重が重いと、このように怪
我のダメージが大きいということが証明されましたので謹ん
でご報告させていただきます。
　さて先々週は飯坂RCとの合同夜間例会に多数のメンバー
にご参加いただきありがとうございました。飯坂大鼓の演奏
も迫力満点で実に楽しいひとときを過ごすことができました。
飯坂さんからも「また一緒にやりたい、今度は飯坂から福島に」
という積極的な声がありました。次年度以降、こうした友情を
深める機会が継続するといいなあと思います。
　そして先週は例会が休会でしたが、私は21日火曜日に「福
島北RC創立60周年記念式典」に吉田幹事と一緒に出席してま
いりました。60周年記念事業としてまちなか広場にピアノ型
の時計を寄贈されたということで、木幡市長をはじめ佐藤ガ
バナーがご挨拶をされていらっしゃいました。懇親会も行わ
れ、京都から現役の芸妓さんや舞妓さんが踊りやお座敷遊び
を披露していらっしゃいました。
　実は私も何故か舞台に上げられまして、舞妓さんとお座敷
遊びの「こんぴらふねふね」をさせられまして、そして見事
負けてお酒を一気に飲まされました。北クラブならではのユ
ニークな演出で、楽しく懇親を深めることができました。
　そして先週の25日土曜日には二本松あだたらRCをホスト
に、インターシティーミーティング（IM）が開催されました。
当クラブからも多くのメンバーが参加され、県北第一分区内
の他クラブの会員たちとロータリーを取り巻く課題を話し合
い、また友情を深めることができました。
　そして今月も6日に東京世田谷RCさんと一緒に古関裕而
記念館に展示パネルの贈呈、15日には世田谷さんの60周年参
加、同日東京RCへのメーキャップ、9日には福島学院大学ロー
ターアクトクラブとの合同例会が行われます。18日にはフィ
リピン・マリキナRCの創立記念例会に加納委員長、後藤委員
長、藤井副幹事が出席されます。
　また30日の創立記念夜間例会には県北第一分区の会長・幹
事様をはじめ、国外友好クラブの台北文湖RCから12名のお
客様がいらっしゃいます。
　こうした様々な交流を通じて、ロータリーの楽しさ、奥深
さ、素晴らしさを実感できる機会になることを望んでいます。
私も早く捻挫を治して全力で参加したいと思います。
　会長あいさつは以上です。

⚫国歌斉唱

⚫ロータリーソング「奉仕の理想」
　	 	 ソングリーダー　渡邊又夫 会員

⚫四つのテスト唱和　	 草野武夫 会員

⚫お客様並びに来訪ロータリアン紹介
	 	 古俣 猛 会員

⚫3月誕生お祝い

⚫各委員会報告
　例会小委員会  ニコニコBOX担当	
		  中川宏生  委員長

❖本日は福島ユナイテッド小銭ボックスを
回しております。皆様のご協力、宜しく
お願いいたします。

❖本日、13時30分より3月理事会が4F
ペッシュにて開催されます。役員、理事
の皆様ご移動のほどよろしくお願いいた
します。

❖3/4（土）次年度会長セミナー（PETS）が開催されます。
当クラブより右近ガバナーエレクト、坪井次期地区幹
事、相良次期地区代表副幹事、菅沼次期地区代表副幹
事、他、8名の地区副幹事が出席いたします。

❖3/6（月）13時30分より東京世田谷RC・福島RC共
同事業、｢古関裕而記念館展示パネル寄贈式｣ を行いま
す。東京世田谷RCより6名、福島RCより11名が参
加いたします。

❖地区戦略委員会より11月に実施しましたアンケート
調査報告書が届いております。地区HPよりダウンロー
ドし閲覧する形になりますが、例会場に1冊印刷した
ものを置いておきますので是非ご覧ください。

❖3月例会出欠のご返信が届いていない方がいらっしゃ
いますので、早急に事務局までお知らせください。

❖3月ロータリーレートは1ドル136円となりますので
お知らせいたします。　

❖2007-08年度ガバナー（船引RC所属）牧公介様が
2/20にご逝去されました。葬儀につきましては近親者
での密葬にて執り行われ、後日「お別れの会」が執り行
われる予定です。

❖1997-98年度ガバナー（いわき平中央RC所属）鈴木
喬二様が2/23にご逝去されました。

　通夜3/11、告別式3/12より執り行います。故人のご
冥福を心よりお祈りし謹んでお知らせいたします。

幹 事 報 告

佐藤充孝 副幹事

新会員スピーチ
㈱福永　代表取締役社長　佐藤 永之 会員
会員スピーチ
双子クラブ「フィリピンマリキナRCとの歩みについて」
㈱後藤歯科商店　代表取締役社長　後藤忠久 会員

渡邊又夫 会員

草野武夫 会員

古俣 猛 会員

中川宏生 会員
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　皆様、こんにちは。只今ご紹介いただきました㈱福永の
佐藤でございます。2023年1月より歴史と伝統ある福島
ロータリークラブに入会させていただきました。本日は新
会員スピーチのお時間をいただき、ありがとうございま
す。皆様の貴重なお時間を頂戴し、恐縮ですが、何卒よろ
しくお願い申し上げます。
　本日は、3つお話させていただきたいと思っておりま
す。一つ目は社業について、二つ目は私のメンターになっ
てくださいました福島テレビ横山社長とのご縁をいただ
きましたライブアズマについて、三つ目は私自身について
でございます。
　一つ目の社業についてです。たまに名刺交換の際に「あ
れ、佐藤さんなんですね」といわれることがあります。社
名から連想される私の苗字は、最近競馬の騎手を引退され
た「福永」さんと同様だと思われることがあります。また、
私の名前が永之というものですから、その「永」からとら
れたものと思われることもあります。創業者であります私
の祖父から「永」という字をもらったものですから、あな
がち外れていないように思うのですが、これも社名の由来
ではありません。当社の社名は「福島で永遠に続く企業」
を目指して「福永」とつけられました。
　といいましても昭和26年6月に創業した当初は「近江
屋紙業株式会社」という名前で薬箱の製造を行っていまし
た。その後、現在の王子製紙グループになる福岡製紙と段
ボール販売特約店契約を締結し、段ボールケースの製造販
売を行うようになり、昭和41年12月に「福永ダンボール
株式会社」に改称いたしました。福永ダンボール時代は福
島市鎌田、4号線沿いの現在ミサワホームさんが立地して
いる場所に工場を構えていました。その後、平成2年4月
に現在の西工業団地へ移転します。この頃からダンボール
以外の包装資材の製造、販売を手掛けるようにもなってき
たため、ダンボールの呼称をやめ「株式会社福永」と改名
いたしました。
　ダンボールといいますと福島市はフルーツ王国ですの
で桃や梨を中心とした青果物の箱を製造していると思わ
れがちなのですが、私どもは主に工業製品を運ぶケースを
中心に製造を行っております。皆様、電化製品を購入され
ると製品を保護するために一枚のダンボールが複雑に折
られた緩衝材として入っているのを見かけたことがお在
りかと思います。あのような複雑な形状は、包装設計とい
う技術で生み出しているのですが、当社はかなり早い段階
から大手機械メーカーさんと協力してその技術を磨いて
まいりました。その結果、包装設計の技術はダンボール以
外の製品にも活かされるようになり、お客様の製品を一度
お預かりすれば、その製品の形状や特性にマッチした最適
な包装材をご提供することができるようになりました。さ
らに現在では包装のプロとしてお客様の製品を梱包、保管
する業務を請け負う体制を整え、お客様の要望にお応えす
ることができるように日々自分たちでできる仕事を増や
しているところです。
　当社の仕事を語るうえで常々話をしていることなので
すが、我々の仕事は本来であればないほうが良い仕事で
す。ダンボールも包装資材もエンドユーザーのところに届
いてしまえばゴミになってしまいます。しかし、どのよう
なものでもありのままの姿で運ぶことはできません。製
品を保護し、取り扱いを容易にし、識別するためにはダン
ボールや包装材は無くてはなりません。人の営みやものを
移動させるうえでは必要なものです。矛盾しているようで
すが「なければないほうが良いものですが、必ずなければ
ならないもの」、そのような製品を世の中に送り出してい
るのだというプライドを社員と共有しながら日々成長し
ていきたいと考えています。
　私で3代目となる当社は今年で72歳になります。父か

新会員スピーチ
㈱福永　代表取締役社長
佐藤 永之 会員

らはお前は100年を目指せと言われておりますが、社名に
もありますように私以降の世代にも続く企業を目指して
いきたいと思っております。
　二つ目にライブアズマについてです。ライブアズマとは
昨年10月15日、16日の2日間にわたってあづま球場で開
催された音楽イベントです。16日は福島ユナイテッドさ
んの試合も行われており、福島ローターリークラブの皆様
にも大変お世話になり、ありがとうございました。このイ
ベントは、福島テレビさんが中心となり、私が所属してい
る別会社フライング・ベコとイベント会社クリエイティ
ブマンとの3社で協力して立ち上げたイベントです。これ
がきっかけで横山社長ともご縁をいただき、福島ロータ
リークラブに入会させていただくことができました。
　この場では、私の別会社フライングベコがこのイベント
に参加させていただくに至った経緯を披露させていただ
きたいと思います。
　フライングベコという会社は高校時代の同級生5人で
作った会社です。デザイナー、イベンター、歌手、福島ユ
ナイテッドさんのスタジアムDJ、そしてダンボール屋、
メンバーだけを聞いたらなんの会社か全くわからないよ
うな会社です。もともとは東日本大震災後に県外の方々に
福島のことを知ってもらいたいという思いから、2013年
に代々木公園で福島フェスというイベントを開催し、その
時にNPO法人becoをつくったことからフライングベコと
いう会社はスタートしました。
　当時は福島というとどうしてもネガティブなイメージ
が先行していました。それを何とか変えたいと思い、翌年
2014年からはより多くの人が集まる六本木ヒルズのメイ
ンアリーナに場所を移して福島フェスを開催しました。そ
こから2021年まで毎年、福島県内の様々なお祭りを六本
木ヒルズに再現し、我々世代の人々に訴求するアーティス
トに出演してもらって、福島の美味しいお酒と料理を楽し
める空間を作り出してきました。準備段階から数えると福
島フェスを実施していた10年間で築いた出店事業者さん
や地域の人々、アーティストとのつながり、行政とのかか
わりやスポンサーさんとのご縁、そして参加してくださる
すべての皆さんとの絆がライブアズマの基礎の一部にも
なっています。
　福島フェスを介してその場で出会った人々が翌年にま
た同じ場所で会う約束をして帰っていくという姿は、我々
にこのイベントをやってよかったと思わせてくれる光景
でした。我々はこのフェスを福島市で行うことによって毎
年福島に県外の人が足を運んでくれて、実際の福島を感じ
て楽しんでもらえれば、もっと多くの福島ファンを増やす
ことができるのではないかと考えていました。福島に対し
てネガティブなイメージを持ってしまった人の考えを矯
正することは大変な労力がいりますし、難しいことだと思
います。ですが、何か事業を通じて「福島のファンを増や
す」ことはできるはずです。
　そんな時に福島テレビさんでも長年福島市でイベント
をやりたいというお考えを持っていらっしゃることをお
聞きしました。その構想と我々が実施してきた福島フェ
スの形や思いが合致してイベントをご一緒させていただ
くこととなりました。バックネット裏から会場全体が一
つになって盛り上がっている姿をみるとグッとこみ上げ
てくるものがありました。本当に素敵なイベントですし、
今後も福島には必要なイベントであると思っています。
皆様にも是非このイベントとこのイベントの背景にある
思いを知っていただきたいと思い、本日話をさせていた
だきました。
　最後に私個人のことですが、もうお時間もあまりない
ので簡単に話をさせていただきたいと思います。本日司
会を行っている副幹事の佐藤充孝会員は私の弟なのです
が、今まで45年間生きてきて初めて弟の後輩になりまし
た。皆様にみっちのお兄さんと言われることにちょっと
した喜びも感じています。至らない兄ですが、皆様には弟
と同様にご指導・ご鞭撻賜りますようよろしくお願い申
し上げます。不慣れでつたない挨拶で失礼いたしました。
ご清聴ありがとうございました。今後ともよろしくお願
いいたします。
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双子クラブについて
　2005年国際ロータリークラブの100周年の記念事業と
して、フィリピンマリキナRCと双子クラブの締結をし
ました。
　マリキナRCと双子クラブを締結したきっかけは、阿
久津肇PGとRI3800地区PGエフレン・グスマン氏との
友情によるものです。
　2004年11月に当時の渡邊又夫会長・佐藤英典国際奉
仕委員長により、協定書の交換が行われました。

支援内容について
　双子クラブの協定に基づく支援内容については、マリ
キナRCの要望により、「Malanday Elementery School」

（マランダイ小学校）の支援をすることが決まりました。
　当時のマランダイ小学校では、「飲料用水道」の設備が
悪く、子供たちが、水道水を飲用して腹痛を起こすとい
う現状でした。そこで、飲用に適した水道設備の整備を
最初の支援内容にいたしました。
　2005年度の支援事業は、まず、飲料用水道を整備する
技術者の養成から行いました。
　単に支援品を贈るのではなく、支援内容が継続的に続
くような支援事業になったものと思います。
　2006年11月、渡辺健寿会長を団長に、8名で双子クラ
ブの共同プロジェクトを実施したマランダイ小学校を訪
問いたしました。
　大勢の児童の出迎えを受け、とても感動的な時間を過
ごしました。「飲料用水道」を設置した所でテープカット
のセレモニーを行いました。日本より持参した「鉛筆や

会員スピーチ
双子クラブ「フィリピンマリキナ
RCとの歩みについて」
㈱後藤歯科商店　代表取締役社長
後藤 忠久 会員

ボールペン」などの文具を児童にプレゼントし、子供た
ちからは、御礼の郷土ダンスなどの披露をしてもらいま
した。
　2008年度には、阿部力哉会長を団長に、マランダイ小
学校を訪問し、学習に使用する「顕微鏡」を15台寄贈し
ました。

　2012年度、マリキナ地区は、川の氾濫で水没する地区
が多くあり、2011年の洪水により、マランダイ小学校の
コンピュータールームが、水没し、コンピュータールー
ムの回復に対する支援要請があり、福島RCよりコン
ピュータールームの贈呈を行い、紺野晴郎会員と私で、
贈呈式に出席してまりました。
　2021年、福島RCの創立70周年事業の一環として、マ
ランダイ小学校に「タブレット」「プリンター」を寄贈し
ました。それに先立ち、2020年12月には、2020年11月
に台風22号による大きな洪水被害に見舞われたマリキ
ナ市に対し、会員から義援金を募り、災害支援金を送金
しました。
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〈メッセージ会員〉
〇阿久津 肇 PG
　1月26日の例会終了後、体調を崩し、約1 ヵ月間余り自宅療
養を続けました。その間、分区幹事エレクト研修セミナー他の
ロータリー活動で大変ご迷惑をかけました。現在はすっかり回
復しました。
〇大沼 健次 会員
　お誕生日お祝ありがとうございます。
〇加藤 義朋 会員
　後藤忠久会員のスピーチを楽しみにしています。佐藤永之新
会員のスピーチを期待します。
〇菅野 晋 会員
　弊社この3月で創業90周年を迎えました。絹織物の灯（とも
しび）をたやさぬよう、100年に向けてガンバリます。
〇後藤 忠久 会員
　本日、マリキナRCとの双子クラブでの交流の歴史について
スピーチさせていただきます。
〇佐藤 充孝 会員
　佐藤永之会員のスピーチ楽しみにしております!!
〇鈴木 恭一 会員
　コロナ患者さんが減ってきました。このまま収束しますよ
う、願っています。
〇中川 俊哉 会員
　春の足音が近づき、桜が楽しみです。ウクライナにも平和な
春が訪れますように。

〇幡 研一 会員
　後藤会員のスピーチに期待しております。
〇藤井 守 会員
　誕生の祝いありがとうございます。今月で44才です。今後も
よろしくお願いします。
〇芳見 弘一 会員
　民報コース、通常営業が始まりました。
〇渡邊 又夫 会員
　誕生祝有難う。「奉仕の理想」と「我等の生業」は1935年（昭
和10年）の作曲です。私はこの年に生まれました。この曲も私
も88年の時を経たことになります。
〇相良 元章 会長
　RIとロータリー財団では、トルコ・シリア災害救援基金を創
設しました。私も100ドルを募金させていただきました。財団
ホームページから振り込みができるほか、事務局でも受け付け
いたします。福島のロータリアンだからこそ、宜しくお願い申
し上げます。

〇他に 安藤健次郎／安藤正明／今津啓司／内池 浩／大槻美
恵子／岡田新也／岡野友嘉／荻野誠也／金子與志幸／日下部
達／五阿弥宏安／児玉健夫／小林仁一／古俣 猛／坂本壮敏／
佐藤永之／佐藤英典／菅沼 裕／鈴木朋恵／善方邦彦／高田博
樹／田沼紀美子／田畑建一／中川宏生／箱岩 偉／畠山良平／
福地重信／本多修一朗／村山成也／森岡幸江／山内修平／八巻
恵一／横山 淳／渡辺泰子

ニコニコBOX報告 　●報告　中川宏生 委員長　 本日の投入額 47件

　コロナ問題が終焉を迎えようと
している。結論はなく、コロナその
もが何者であったかは有耶無耶の
ままに…。明確な答えを得られな
かった社会はその解を求めて彷徨
い、そして迷走するだろう。それ故、コロナが明けて
も社会は多分『良くならない』。誰もが傍観者であり、
被害者だと言い続ける限り、これはきっと避けられ
ないのだと思う。
　『何か』をしなければならない。計画ではなく、実
行しなければならない。過去を取り戻すためではな
く、今を摘み取るためでもなく、未来を創り出すた
めに今、種を撒かなければならない。
　老いて滅びに向かっては、未来の子らのために土
に還って肥しとなるを選びたいと思う今日この頃で
ある。

東開クレテック㈱
代表取締役社長
三浦康伸 会員

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内
■3月16日（木）　理事会承認休会① 
■3月23日（木）　祝日（春分の日）のため休会
■3月30日（木）	 18：00 〜「エルティ」
　【通常例会】・【福島RC創立記念夜間例会】 
　　　　　　　※台北文湖RC（友好クラブ）よりご来訪 

●渡邊　又夫 会員
　昭和10年3月29日
●三宅　　喬 会員
 　昭和13年3月6日
●大沼　健次 会員
　昭和17年3月29日

●安藤健次郎 会員
　昭和20年3月15日
●山崎　高寛 会員
　昭和41年3月14日

●渡辺　泰子 会員
　昭和43年3月26日
●藤井　　守 会員
　昭和54年3月31日

33月誕生お祝月誕生お祝いい おめでとうございますおめでとうございます

　2/26（日）、2023-24年度地区チーム研修セミナーがエル
ティにて開催されました。

　2/25（土）二本松あだたらRCのホストにて、県北第一分
区 Intercity Meetingが行われました。

2023-24年度地区チーム研修セミナーRI第2530地区県北第一分区 Intercity Meeting


